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回
し
か
翼
な
か
っ
た
と
き
．
，
乗
車
制
恨
の
奮
沸

　
・
　
規
ま
で
一
蝿
に
す
ぎ
な
い
の
で
多
く
，
の
人
拡
乗
・
越
じ
て
行
っ
た
、

　　

e
が
、
一
欄
善
意
△
、
．
夏
霞
無
畜
の
画
塾
歩
か
窪
泄

　
　
　
奪
電
薯
塵
警
れ
奮
匁
薯
藷
す
轟
話
を
想
起
す
ン

　
　
　
を
登
、
認
の
つ
か
ら
讐
正
夢
塾
得
奮
樹
の
が
あ
る
。
へ

　
　
　
さ
ら
に
霧
塞
礎
蓄
鑑
籍
欝
欝
塗
ぞ
霊
ハ
響
、
・

　　

@
磐
側
解
約
箋
稚
桑
寒
害
丁
ズ
鷹
偉
霧
慌

　
　
　
念
に
從
つ
で
の
桑
契
約
を
尊
重
し
た
。
己
、
（
ミ
竃
頁
）
。
ど
の
こ
、

　　

@
誘
懲
還
認
黒
蓋
議
論
瀞
簾
讐
魂

　
　
　
ぐ
∴
∵
ン
「
ズ
・
．
墨
　
e
三
∴
b
・
、
、
　
』
ド
・
魯
一

β
三
一
屯
＼

㌣

　
す
（
三
七
頁
以
下
）
信
託
遺
購
の
制
度
が
重
要
性
鷺
も
っ
た
　
（
三
九

　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ヒ

、
頁
）
理
由
で
あ
っ
た
し
、
政
務
官
、
皇
帝
が
、
自
ら
法
の
拘
束
に
服
2
3

し
た
（
匹
O
責
以
・
下
）
欝
で
あ
っ
た
。
　
　
㌔
’
瑚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
第
ご
章
か
ら
第
三
章
ま
で
に
述
べ
ら
れ
掩
ロ
ー
マ
激
會
の
法
律
「
伊

観
は
、
現
在
義
が
國
の
歌
態
と
比
較
し
て
見
て
穰
警
を
活
量

な
い
。
　
　
　
．
．
　
、
、
　
『
、
ご
　
、
　
　
・

　
　
　
h
　
．
・
も
　
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
　
　
　
　
　
　
　
、
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ぬ
　
　
　
　
ア
　
リ
　
ト
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ヒ
　
　
　
　
　
に
　
　
　
ビ
　
　
ツ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
ヘ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
凪
∴
．
　
　
　
　
　
拳
　
　
　
・
　
戸

’
　
第
四
章
は
諏
一
悪
の
司
。
法
制
｝
度
を
支
瀞
鋭
し
て
る
穐
着
干
の
原
則
㌦
．

　
を
届
け
で
あ
る
。
．
「
そ
れ
ば
霊
長
か
ら
鬼
て
亭
凡
な
偲
題
で
あ
陰
　
　
　
二

七
も
畜
↓
決
欝
讐
於
て
は
・
早
霜
ら
馨
た
乾
鰯

あ
都
馨
は
総
勢
豪
い
奮
ボ
象
あ
卿
リ
レ
『
管
、

に
値
薫
も
の
奮
有
レ
富
四
叢
叢
蔓
忍
剰
呈
療

環
量
雄
薯
量
嚢
製
更
謬
で
発
ζ
，
》

　
と
ほ
驚
く
鰻
登
こ
と
で
畜
番
ゆ
、
乞
　
∴
　
㌔
　
・
　
㌦
　
轡
　
一
　
，
・

ゴ
．
煮
ら
の
凍
測
と
し
義
制
め
黎
・
裁
判
Q
釜
、
襲
爵
Q
．
・

婆
裁
讐
迅
嵐
蛎
瓢
欝
維
璽
馨
墜
、
訴
蒙
．
凱

　
　
　
ベ
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
ぬ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
が

＝
務
管
理
、
訴
訟
代
理
等
が
み
げ
ち
れ
、
険
鳶
ら
の
原
財
に
む
孤
疑
、
』

　
♂
虐
　
　
防
可
　
　
　
聾
幽
り
㌧
　
　
≠
　
・
3
ギ
頓
・
　
茜
　
7
、
　
・
〆
庁

　
k
　
ご
「
　
・
ー
ド
　
一
～
　
　
∵
喋
㌔
∴
∵
　
一
、
「
　
蔓
ン
　
事
旭



峨
、
∴
4

卿
　
　
専騨四三欝．響三三騨辮

　　　　　　　　　　　　“諸

響
　、

．
難
騰
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
く
の
制
度
が
指
摘
さ
れ
る
。
　
「
　
、
　
・
　
．
　
　
，
，
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

　
　
h
．
第
五
章
は
法
規
範
が
宗
教
や
三
徳
や
旧
俗
か
お
獺
回
し
た
σ
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
め
　
　
ロ

　
』
”
、
1
々
法
・
に
於
い
て
抵
他
の
民
報
に
此
じ
「
て
妹
る
顧
に
早
く
、
．
溝

　
　
内
部
の
分
化
も
ゲ
ル
マ
ン
法
事
に
比
し
て
は
る
か
に
早
く
賢
現
し
・

　
　
た
こ
と
を
述
べ
る
。
．
．
∴
　
　
．
・
・
　
　
　
　
、

　
　
　
ド
イ
ツ
法
の
民
衆
法
《
ぐ
。
涛
玲
o
o
鐸
）
・
・
，
に
草
し
て
ロ
蒲
マ
法
は

　
　
・
蓄
法
意
・
・
帰
．
．
昌
．
。
。
3
で
ゑ
惚
。
蕎
簗
る
法
署
繧

一
＼
を
育
成
も
て
世
界
的
法
律
丈
長
を
伶
り
上
げ
た
の
だ
が
、
そ
の
反
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　　

H
．
＝
・
↓
謄
強
健
の
馨
筆
墨
沿
知
識
の
範
園
を

　
　
」
偲
え
、
歯
舞
蒙
の
援
渤
潅
く
七
て
は
怯
生
活
町
の
ピ
圓
漏
な
、
蓮
び
は
困
，

，
謹
選
誘
た
之
建
築
章
に
漂
れ
て
る
乃
。
．

　
　
一
す
で
に
法
を
駕
す
る
耐
會
あ
り
、
法
を
實
現
す
る
司
法
制
度
備
’

　　

ﾈ
り
じ
密
法
の
猫
立
分
化
準
み
，
，
捜
術
魁
も
選
含
鼠

　
　
ロ
ー
∀
の
法
律
丈
化
は
」
ロ
・
一
，
マ
の
文
化
の
．
一
翼
と
し
て
η
レ
マ
．
．

　
　
文
化
の
特
長
を
如
實
に
牽
重
て
み
る
や
う
に
思
は
れ
る
9
第
七
章

介
＼
以
下
ロ
ー
や
法
の
原
理
と
し
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
ば
馬
，
裏
が
へ
ぜ
．

紹
、
ば
そ
の
ま
ま
瓦
i
マ
丈
化
の
原
理
と
な
る
め
で
な
な
か
ら
ケ
か
η
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓄
ヒ
轡
戚
蓮
葉
灘
欝
欝
、

　・

Z

／

駕

’．

謗
ｵ
章
管
↓
丈
化
に
お
け
る
現
寳
實
短
躯
幽
霊
義
と
そ
れ

　
が
法
律
勤
皇
に
現
は
れ
る
と
毯
の
結
果
を
述
べ
る
。
．
、
「
浅
に
於
ぴ
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
σ

’，

鰲
ｨ
冨
の
意
識
」
（
九
八
頁
）
，
・
蚤
蓬
に
於
げ
る
弓
造
．
，
噂

　
性
」
（
九
が
頁
以
下
）
、
　
「
怯
の
彫
塑
性
に
於
け
る
非
象
徴
性
」
　
（
ヅ

　
〇
三
頁
以
下
）
、
　
「
法
導
者
の
実
際
的
落
動
」
　
（
」
〇
九
頁
以
下
）
㌻
　
　
ノ

，
h
訴
権
の
体
系
L
、
つ
，
二
〇
頁
以
下
）
の
五
項
目
に
分
ち
、
本
書
中
「

・
最
大
の
頁
を
費
し
｛
て
読
朔
さ
れ
て
る
る
∵
：
・
，
－
　
　
　
！

　
「
第
八
章
は
ロ
ー
マ
紅
お
け
る
保
守
傅
緯
の
性
格
を
述
べ
、
そ
れ
．
「

・
か
塾
す
る
事
象
義
明
し
汚
越
か
か
藻
竣
壱
て
．
「

．
訪
け
ら
れ
て
る
る
の
ば
、
・
ロ
王
マ
、
法
に
於
け
る
、
古
い
も
の
と
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　

覧
ち
し
払
斡
の
と
の
併
存
、
　
擬
制
の
愛
用
、
幽
假
襲
模
倣
行
爲
の
頻
．
・

禦、

ｨ
雑
訴
廿
羨
同
誌
膣
格
、
亘
五
行
爲
三
口

の
蓼
の
目
架
の
欝
、
．
本
曇
の
意
霧
副
い
論
い
用
語
、
・
，
画
・

㌧
肇
の
目
的
を
建
成
し
得
な
毒
つ
た
撰
の
保
荘
璽
三
渉
磁

ぜ
進
あ
た
追
而
溝
の
保
専
的
懐
古
元
込
で
あ
る
、
．
　
　
、
　
　
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
・
第
九
章
は
翼
∀
了
法
の
個
人
主
義
、
三
隅
三
主
養
を
先
づ
入
論
の
結

　
　
　
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

．
マ
鋸
　
鞍
無
難
ダ
∵
窪
幻
紅
紅
輪
講
臨
熱
獣
鋤
鍬
紅
耀
い
」



　
　
　
　
　
　
　
合
脚
於
い
て
晶
法
覆
、
共
有
、
℃
多
数
堂
廊
軍
者
の
債
樫
債
務
、
ノ
婚

　　

@　

@
　
介
姻
貌
諺
詐
言
港
づ
、
い
て
検
璽
、
蓬
は
饗
に
馨

∴
一
　
　
　
紹
　
る
個
人
責
任
に
こ
れ
を
認
め
、
物
の
結
合
に
も
こ
れ
が
現
は
れ
門

　
　
　
　
　
　
　
更
に
は
第
三
者
に
封
ず
る
蘭
僚
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
朋
ら
が
に

　　

@　

@　

@
翠
磐
Q
鉱
，
∬
ゴ
㌘
、
｝
湯
㌔
四
　
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
㎡
第
。
十
章
は
第
七
章
に
つ
い
で
多
く
の
頁
を
費
し
で
自
由
の
富
嶽

∵
い
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
「
、
曜
に
、
ρ
い
一
て
の
べ
る
、
獄
・
」
マ
に
於
け
る
自
由
は
常
に
制
限
を
上
期

　
　
　
　
　
　
　
レ
話
竜
の
で
象
聾
ぞ
れ
繁
饗
民
警
耀
し
家
に
ば
，

受
　
　
．
　
．
勾
．
噴
、
漁
馨
畜
廿
る
い
雷
主
瀧
篭
賞
初
盤
澄
蓼
搾
が
ど
彦

騨
∵
．
∵
図
一
∵
悲
ド
∴
∵
、
諦
∵
／
∵
『
∴
賠
魁
．
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

．
へ
薯
の
特
性
を
意
味
す
縫
う
に
誉
潅
。
需
意
味
器
い

セ
は
、
欝
は
v
．
優
馨
識
幕
よ
つ
で
他
霧
婁
誉
塗
．
聯

－
陶
な
影
響
を
及
液
し
得
べ
巷
力
で
あ
り
、
随
っ
て
、
斯
か
る
決
定
期

的
毒
響
謬
薯
は
・
震
癒
す
馨
謬
れ
各
回
函

主
霊
肉
拘
象
ぞ
憲
怨
議
ξ
登
思
量
玄
缶
嘘
．

ら
φ
義
務
と
感
勝
る
。
然
険
更
に
喜
ん
で
ば
、
或
港
が
何
等
か
・
、

　
ら
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

あ
憲
見
を
嚢
す
る
毒
乙
籍
叡
域
そ
の
入
唐
の
力
量
3

、
薫
馨
建
ち
灘
で
こ
墾
譲
竃
場
倉
に
表
罫
斯

艀入
・、

ﾄ
δ
毒
筆
的
政
櫓
鵜
殿
倉
理
的
力
で
範
り
を
れ
外
⑳
服
從
は
潮
5
弘

∴、

ﾔ
毎
謹
書
讐
塁
（
饗
）
。
曇
潔
癖
講
法
－

∴
漣
、
　
そ
の
廻
書
諸
悪
3
葉
驚
畜
．
．
雪
下
粂
＼
　
巨

”
㌦
，
∴
∴
∴
∵
汐
賦
∴
霞
》
『
へ
長
窪
．
↑
、
ゾ
／
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　　営を

’

　
　
　
　
，
｛
帝
の
絶
封
專
制
政
治
確
立
と
な
っ
た
。
政
務
官
の
椹
”
威
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
本
三
田
八
頁
以
下
に
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
法
學
者
も
（
二
〇

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　

　
　
　
　
、
】
責
以
下
）
鼎
護
入
（
二
〇
四
頁
）
も
権
威
者
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
第
十
二
章
は
「
ロ
レ
マ
入
が
そ
の
生
活
に
於
て
、
軍
純
さ
を
愛

　
　
　
　
　
　
し
、
整
頓
し
た
秩
序
を
奪
ぶ
」
（
二
〇
五
頁
）
　
や
う
に
「
ロ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
法
が
簡
軍
明
瞭
な
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
」
　
（
二
〇
五
頁
）
　
と

　
　
　
　
　
　
し
て
簡
福
豆
瞭
を
山
つ
の
ロ
ー
マ
法
の
原
理
乏
し
て
學
げ
る
。
從
、

　
　
・
　
　
つ
て
戸
ー
マ
、
法
の
「
形
式
も
概
念
も
、
数
に
建
て
少
ぐ
、
謹
『
で
き

、
、
　
　
　
　
　
得
る
限
り
少
い
も
の
で
で
き
得
る
限
り
多
く
の
も
の
を
3
ち
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
・
る
』
ご
と
に
努
力
し
て
み
る
。
」
（
暗
δ
六
頁
）
　
弐
に
統
嚇
的
求

　
　
　
　
　
．
心
的
傾
向
が
あ
る
（
一
｝
〇
九
頁
以
下
）
。
儒
帝
法
は
古
典
法
よ
り
蓬

　
　
　
　
　
　
か
に
簡
翠
と
な
っ
た
e
ニ
ニ
頁
）
。
第
三
に
は
概
念
、
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
峻
別
し
、
い
す
れ
と
も
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